
 

なかよく日光浴中…

 

     

   

  

   

 

   

   

   

   

    

  

   

 

 

 

 

 

  

    

  

   

  

    

   

  

スマイル班は、男性利用者６名、女性利用

者８名の計１４名です。活動開始時は、出席

を取りながら体調確認をし、ラジオ体操に取

り組んでいます。ある方は、車いすから手す

りをつかんでの立ち上がる起立運動、ある方

は、天気のいい日に園内散歩をして日光浴な

ど、その方々に合わせたリハビリを行ってい

ます。また、水曜日にはドライブを楽しんで

います。市内や大和村方面の緑の山や青い海

を眺めて、ニコニコと笑顔が見られます。 

これからもみなさんが

笑顔で、一日一日を楽し

く過ごす事ができるよう

支援していきたいと思い

ます。（記事：松原（世）） 

＜奉仕賞＞ 

岩切 正さん…食事や入浴時間に他利用者を呼んできてくれて

います。野菜の水やりを頑張っています。 

隈元 利彦さん…自分から進んで、花の水やりを毎朝欠かさず 

しています。 

宝田 元気さん…友達の布団の片付けやカーテン開けをして 

います。 

南 聡真さん…食堂の掃除を頑張っています。 

＜努力賞＞ 

仁島 紀寿さん…友達の着替えを手伝っています。 

清正 倫太郎さん…急な短期入所利用も落ち着いて過ごす事

ができました。 

藤森 心優さん…短期入所利用時に一人で寝る事ができるよ 

うになりました。 

＜努力賞＞ 

大山 真言さん…美化活動時に廊下のモップ掛けと窓拭きを頑張りました。 

渡 幸子さん…「いただきます。」と週番の挨拶ができました。 

太田 理恵さん…親知らずの抜歯を落ち着いて受ける事ができました。 

中江 公三さん…ストックヤード作業を効率よく進める事ができています。 

西 順子さん…明るく元気を取り戻し、作業に打ち込む事ができています。 

光 優輔さん…下膳と台拭きを頑張っています。 

猿渡 明弘さん…食堂掃除や布団敷きを頑張っています。 

平山 和子さん…七夕飾り作りを頑張りました。 

栄 徹さん…抜歯を頑張る事ができました。 

泉 光太郎さん・田畑 栄さん・隈元 利彦さん・和田 勇登さん 

最上 順子さん・岩越 タツヨさん・森山 真智代さん・田中 國枝さん 

…一泊旅行中、マスクや消毒等の感染症対策がしっかりできました。 

竹田 美喜子さん…洗濯物を綺麗に干して片付ける事ができるように 

なりました。 

森山 麻李亜さん…洗濯物を自分で考えて、綺麗に干す事ができるように

なりました。 

グループホームフレンドでは、男性３名・女性５名の計８名で

７月１７日（祝）～１８日（火）にかけ笠利方面へ一泊旅行に出

掛けました。初日は、ビッグⅡでショッピングです。皆さん自分

のお気に入りの商品を見つけて購入するなど満足げな様子でし

た。夕食は、コテージのテラス席でのバーベキューで豪華な食事

を堪能しました。夕食後には、夏の風物詩＊花火＊です。手持ち

花火や線香花火・打ち上げ花火などを楽しみました。２日目には、

原ハブ屋でハブの生態を勉強し、ショーを見学。笠利崎灯台の「願

いが叶うカメさん像」では、各自でお願いごとをした後に記念撮

影を行いました。帰宅後には「楽しかった。また行きたい。」と話

す利用者の声に応えられるよう職員一同頑張ります。（記事：西田） 

田中一村（いっそん）記念美術館 

バッグの絵柄は、就労Ｂ事業所を

利用されている利用者さん、 

お一人おひとりが描きました。 

入用の方は愛の浜園就労まで 

ご連絡下さい。 

６月末から７月初め、女性棟に奄美看護福祉専門学校から

実習生として、重田 優衣（ゆい）さんが来て下さいました。

この頃、女性棟では、風邪症状の方が多く、居室で１日を過

ごす利用者もおり、全員に関わる事はできませんでしたが、

ホールで過ごしている方と一緒に、七夕飾りを作ったり、 

しりとり遊びをしたり、支援員からアドバイスを受けながら、

積極的にコミュニケーションを図っていました。実習最終日

には、多目的ホールでレクリエーションを計画、当日の進行

までを務め、楽しい時間を作ってくれました。１０日間とい

う期間でしたが、利用者介助を含め、いろいろな場面に関わ

り、気付きもあったと思います。私たち支援員も、重田さん

と一緒に支援を行う事で、初心に戻り、穏やかな気持ちで過

ごす事ができました。夢に向かって…。これからの活躍を応

援しています。ありがとうございました。（記事：惠（な）） 

＜親切賞＞ 

永田 三十六さん…ストックヤードに落ちているペットボトルやゴミを 

「踏んで怪我をしてしまうから。」と言って 

積極的に片付けてくれました。 

奄美看護福祉専門学校実習
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